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め，結石の認められぬととから，総胆管腫蕩を疑い
手術を施行した。総胆管は粘膜が乳頭状に増生し
て，小児手掌大K及び，胆嚢総胆管を含め腫療を切
除した。組織学的には，異型性像の全く見られぬ乳
頭腫であった。術後黄症肝機能の著明な改善が見ら
れ退院した。現在経過観察中である。
考察。本疾患の極めてまれなととは，本邦にて 2
例，外国lとても Chuが全世界の文献から， 55例を
集めているにすぎないととからも明瞭である。統計
では腺腫乳頭腫が多く，総胆管に多く発生を見る。
6. 最近経験せる牌腫
国吉病院尾本芳次，  0秋岡武承
最近  4年間国吉病院において  4例の牌腫を知見
した。溶血性黄痘 1例，パンチ氏症候群第  1期 3
例。性別では男性 2，女性 2。溶血性黄痘の 1例は，
発病後 7年，易問卑後 1年I乙て死亡。貧血，黄症，牌
腫が著明，肝機能障害中等度，ハイマンスパンデル
ベJレヒピリ jレピン定性試験，直接反応陰性，間接反
応陽性，輸血  1万 cc以上，老人性肋膜炎が直接死
因。パンチ氏症候群の 1例は，貧血軽度，別牌後，
貧血依復，術後経過良好であったが， 1年後，めま
い，全身倦怠感生じ，軽度の肝障害が認められた。
パンチ他の 2例は経過良好。溶血性黄症，パンチ
共，別牌が良いとされるが，パンチ氏によれば，手
術死亡率は，パンチ症候群第 1期で 0%，第 2期で
16%，第 3期で 30%と報告しているが，今後の観察
を続けて行きたい。
7. 良性転移性甲状腺癌に伴った回盲部癌の 1症
例
第 1外科  O木暮順一，明石泰雄
北方勇輔
患者は 64才，女子，昭和 34年 10月右側頭部の
急速に増大した持動性ある手拳大の腫癌を主訴とし
た来院，摘出の結果，甲状腺の組織像を呈した。甲
状腺lとは腫癌を認めず， 131J摂取率，シンチグラム
なども異常なかった。術後の経過良好で，放射線治
療を行い，同年 12月退院した。昭和 36年 11月右
下腹部腫癌に気付き再入院，回盲部癌の診断で結腸
右半切除術を受けた。組織学的には単純癌であっ
た。術後の経過良好で同年無事退院した。
頭部における甲状腺組織につき，文献的lと考察し
た結果，良性転移性甲状腺癌と考えられる。叉回盲
部の転移癌についての考察と，症例の組織像(回盲
部癌〉の検討により，本症例は重複癌と見倣してよ
いと思われる。 
8. 肺動静脈痩の 1例
第 1外科野口照義，榎本勝之， 0岩崎勇，
太田幸吉，兼巻和一
肺動脈凄は，外国では既に多数の報告をみている
が，本邦で、は僅か数例に過ぎない。最近レ線による
右肺下野の異常陰影を主訴として，当教室を訪れ，
肺腫蕩の疑いにて開胸，肺動静脈痩で、あった症例を 
経験したので、報告し，文献的考察を加えた。
症例は 23才の男子で，家族歴では特記すべきも
のがない。就業以前より顔色が悪かったが，チアノ
ーゼと云う程ではなかった。 6才頃，指の太鼓援様
変形を指摘され，心疾患の疑いをおかれた。しかし
以後特に自覚症状はなかった。 22才健康診断で右肺
下野の異常陰影を指摘され，約 2年間抗結核剤の投
与を受けたが陰影K著変なく当科l乙来院した。諸検
査の結果，肺腫蕩の疑いにて開胸，右下葉切除術を
施行した。手術時所見及び切除標本の検査に依り，
肺動静脈痩である事を確認した。 
9. 当教室における横隔膜ヘルニア
第 1外科今井利和，  0小林富久，
千野宗之進
昭和 31---36年の聞に当教室で経験した 4例の横 
隔膜ヘルニアの症例と，その文献的考察について報
告した。 
4例の中 2例は食道裂孔ヘルニアで， 2例が胸膜 
裂孔ヘルニアである。
横隔膜へ Jレニアは，術前胸部症状と腹部症状とが
重なり全く不定で、ある。
従って誤診が多く，食道裂孔へ Jレニアは胸部単純
撮影のみでは心臓の陰影と重なり，診断が難しく，
胸部に明らかに陰影を認めうる胸腹裂孔へ Jレニアで
も肋膜炎と間違えられている。
故にこれらの診断を確実にするためには，疑いの
ある患者には'.積極的に胃腸透視造影，食道鏡検査
が必要である。 
10.吐血を主訴とする外傷性横隔膜ヘルニアの症
例
第 1外科石川 昌，相楽恒俊，
藤本茂，藤井武夫
症例は 39才男子，全身打撲後吐血，呼吸促迫，血
